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   Twenty cases (3.3%) of hypercalcemia of morethan  11.0  mg/dl associated with urogenital 
malignancy were observed in 610 inpatients during the past 5 years and 6 months (Jan. 1978 
 --Jun.  1983). 
   Incidences were 10  (16.1%) out of 62 cases of renal cell carcinoma, 6  (1.  9%)  out of 
321 cases of bladder cancer, 3 (6. 7%) out of 45 cases of renal pelvic and ureteral cancer, 
and one (1. 1%) out of 95 cases of prostatic ancer. 
   As treatment, surgery (radical nephrectomy) and anti-cancer chemotherapy were effective 
in 3 cases (2 renal cell carcinomas and one renal pelvic cancer). Conservative therapy 
with hydration combined with either indomethasin, steroid or eel calcitonin was effective in 
11 cases, and s-Ca level was decreased by 3. 7  mg/dl on the average. 
   Eighteen patients were in the terminal stage of malignancy when hypercalcemia w s 
observed, and died 5 days to 9 months (mean; 2 months) after the onset of hypercalcemia. 
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これ らの症 例 の原 痴 憲,高Ca血 症 発 生 ま で の治 療
経 過 をTable2に 示 した が,腎 細 胞 癌 の症 例 で は ・腎
摘 出術 や 腎 動 脈 塞 栓 術 を 受 け た の ちに,局 所 あ る い は
遠 隔転 移 病 巣 に 対 してProvera,Futrafu1,Trans-
amin,Piciban三leKrestinなどに よる 免 疫 化 学 療
法 且)を受 け て い た もの が多 い 。
また,膀 胱 癌 の 症 例 で は,膀 胱 全 摘 後 に,VCR,
PEP,MTX,GDDP,Ara-C,5・・FUな どに よる 抗
癌 剤 の 多 剤 併 用 療 法(VPMCCF)2)を 受 け て い た も
の が 多 い.








































































































































































※ ※VPMCCF-一 一co皿binatio皿cheDotherapy騨ithVCR,PEP麗TX,CDDP,Ara-C鋤d5一 甜


























































































































合成 ウナギカルチトニン(ECT)40単位 朝 ・夕(筋
注)を開始した.3日 後に,8.7mg/dl,6日後には






















ともなう高Ca血 症 と診断し,一 日輸液量2,000ml,
フロセマイ ド20mg,に加えてEGT40単 位朝 ・夕




























































































































































































て,右 尿 管癌 お よび膀 胱 癌 の診 断 を 得 た.以 後 外 来 に
て,MMC(20mg)お よびAra-C(200mg)の膀 胱
内 注入(計12回)に て経 過 観 察 を お こな った と ころ,
9月 頃 よ り とき ど き悪 心,ll区吐を ぎた し,ま た1982年
1月,血 尿,2月,食 欲 不 振 とな り,2月8日 再 入 院
とな る.
入 院 時,腰 痛 を訴 え,ま た 胸 部X線 に て 両 肺 へ の転
移 を認 め た.ま た,血 清Ca値 は10.5mg/dlと軽 度
上 昇を み た ため,輸 液 量1日1,500m1お よび イ ンダ
シ ン坐 薬50～75mg/dayに て経 過 を み た.し か しな




























































はみ られなかったが,血 清Ca値 は,第1コ ース直前
に11.8mgldlと高値を示し,第1コ ース途中で9.8




に血清Ca値 は9.Omgldlと再度改善した.し か し
ながら,腰痛の増加 とともに,全 身状態が悪化し,高




























と,さ らに(3)悪 性腫瘍における高Ca血 症につい








また,食欲不振,便 秘,全 身倦怠感,見 当識喪失や




































ECTは1ア ンプル中40MRC単 位を 含有する東洋
醸造社製(②エルシ トニン)を用い,投 与方法は 原則


















かかわらず,血 清Ca値 のコントロールが得 られない
まま,高Ca血 症の発生後5日 ～1ヵ 月の間に死亡し
た.




生存期間は,約2ヵ 月(5日 ～9ヵ 月)で あった.わ
れわれは,末 期癌の患者に高Ca血 症が合併 した場合,
その予後が非常に悪いことを,患 者の家族に伝えてい
る.













































潤をきたしており,高Ga血 症の出現後5日 か ら9カ
月(平均2ヵ 月)の 間に死亡 した,
なお,本 論文 の一部 は,第6回 関西 カノレシウ ム懇話会(1981
年5月)お よび第95回日本泌尿器科学会 関西地方会(1981年
5月)に て発 表 した.ま た ウナ ギカル チ トニ ンの提供 を受 け
た東洋醸造株式 会社 に深 謝 します.
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